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No.３

３４万６４８２人 「この数字は何の数字でしょう？」

実はこれ、昨年度の日本全国の不登校の子どもたちの数字です。学校に何らかの理由で行くことが

できない、あるいは、行くことを選ばない子どもたちが年々増加し続けています。この現実から私たち

大人は目を背けてはいけません。特に私たち学校教職員にとって、「誰一人取り残すことのない」「誰

もが安心して居ることのできる」学校をつくっていかなければなりません。ただ、世界に視点を移せば、

実は「不登校」という言葉は、日本や韓国、台湾にしかない概念なのです。欧米諸国には「不登校」と

いう言葉はなく、学びは学校だけでなく多種多様な学びの場があって当然であるという考え方が一般

的なのです。とは言っても、ここ日本の学校の、この現実の数字を目の前にして、私たちはこれまでの

学校の当たり前を問い直し、意識を変えていかなければなりません。

「では、どう変えていけばいいのか？」

本校にも学校に行きづらく、みんなの中に入りづらい子どもがいます。それでも、毎日お母さんと一

緒に門をくぐり、その子のできることを最大限見つけて、その子の居場所をつくっています。そして、そ

の際には学年担当だけでなく、保健室や職員室など、すべての大人たちが関わり、その親子に寄り添

いながら、居場所づくりを模索しています。

そんなある日、職員室で働く大人とその子どもとのやりとりから、「子どもから学ぶ大切さ」や「すべて

の大人で見守る大切さ」を再認識しました。

それは、担当でも管理職でもない（縦でも横でもない）普段は、直接子どもと関わらない「ななめの関

係」の大人が寄り添うことで、いつもは口数の少ない子どもが話し出したり、一緒に好きな活動をし出

したりした事実を目の当たりにしたのです。その子どもの好きなことは、星・恐竜・植物・身体を動かす

こと、そして一番はモノづくりでした。ほんの短期間、短時間で、相手との距離を縮めて、自分のことを

語る姿に驚きとともに、嫉妬の念まで起こる自分がいました。

でも、これでいいんです。校長だからとか、担当だからとかじゃなく、誰でもいいんです。その子がそ

の子らしく、安心して話せる、対等な大人がそばにいることが大事なのです。だからこそ、学校にはい

ろんな大人の存在が必要なのです。そして、この子と対等に関わった職員室チームの大人は次のよ

うに振り返りました。

「好奇心、工夫を自分でいろいろ考える、諦めないところがすごいです。少しずつできることが増えて、

達成感を味わうことを一つ一つ確実に積み重ねる毎日のようです。お母さんはずっと見守りのためつ

きっきりです。たいへんだけど、でもずっとじゃないですから。未来は必ず良き方向に変わっていくは

ずです。」

子どもでも大人でも、人それぞれに顔や姿が違うように、習熟や成長のスピードは違います。それこ

そが「個性」であり、「その人らしさ」です。お互いが相手の自由を承認して、お互いを認め合い、お互

いがゆるく結ばれていることが、お互いの安心と安全を生むのだと、この出来事から改めて学ぶこと

ができました。

最後に、この子のお母さんの言葉を紹介します。

「この学校で本当に良かったです。もし他の学校だったら、私たち母子は追い返されていたと思いま

す。居心地の良い校長室とか、校長先生や先生方みなさんが温かく受け入れてくださってうれしいで

す。」

誰にとっても安心でき、自分から自分らしく居られる学校をつくりましょう。

自分の学校は自分がつくるのです。

校長 市場 達朗

子どもから学ぶ大人

健康生活

がんばり週間


